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科目名 

Course Name 

教育方法論   

Theory of Teaching Method 

ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ

No. 
K3-001 

年次 2年 期別 前期 単位数 2 授業形態 講義 

担当者氏名 小倉 庸寛 

連絡方法 本館2階研究室、C-Learningで対応する 

必修／選択 選択（幼稚園教諭二種教職課程必修） 

関連DP DP1, DP3, DP5    

授業の概要と 

到達目標 

 

 

 

幼児の教育方法の原理と幼児の教育方法の実際を示す。 

OECDが提唱する Agencyを解説する。 

① 幼児期の教育の方法が言えるようにする。 

② 幼児期の教育の方法とその後の教育の方法の違いが言えるようにする。 

③ Agencyとはいかなるものか、またその育て方についての意見が持てるようにする。 

授業の方法 

3回を 1つのまとまりとして、解説、討議、発表とする。 

討議は ディベート、グループワーク形式にする。 

発表は全体へのプレゼンテーションとレポート形式にする。 

学習成果 

LO1  

LO2 考える習慣、発表の実際を身につける。 

LO3 教育要領を正確に理解し、幼児教育を実践する知識、技能を身につける。 

LO4 VUCAという現象とその言葉の意味を考える。 

課題に対する 

フィードバック 
発表とレポートに対するコメントを講義内にフィードバックする。 

教科書／ 

参考図書 

「幼保連携型認定こども園要領」内閣府、「幼稚園教育要領」文部科学省、「保育所保育指針」厚生

労働省 

履修上の留意点

やルール等 

指定の席に座る。中座はしない。飲食禁止。レポートは必ず出す。事前・事後学習時間の目安は

各回180分相当とする。 

担当教員の実務

経験 

平成22年より幼稚園副園長。平成27年より認定こども園園長。令和5年4月より保育園を運営

し、園長に就任する。（実務経験25年） 

 

成績評価の方法と基準 

評価の領域 評価基準 
学習成果の割合 

LO1 LO2 LO3 LO4 

授業参加態度 講義の中で積極的な記述、発表ができる。  15   

レポート／作品 幼児教育の方法の理解があり、agencyの考察ができる。  25  30 

発表 教育課程の理解から、保育実践計画がたてられる。   20  

小テスト 小テストは、ワークシートに記入１０点×１回、未提出は減点対象とする。   10  

試験      

その他      

合 計  40 30 30 
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回数 授業計画 

１ 
授業内容 講義の目的の確認 遊びを通しての教育とは 

事前・事後学習 どんなことをして遊んだか考えておく 

２ 
授業内容 ディスカッション 遊びを通しての教育とはどういうものか？ 

事前・事後学習 その中で身についたことは何か考えておく 

３ 
授業内容 発表  遊びを通しての教育の配慮点 

事前・事後学習 発表をまとめる 

４ 
授業内容 幼児教育における 環境とはなにか、そして環境の構成を講義する 

事前・事後学習 身のまわりの環境を考える 

５ 
授業内容 グループワーク  ディスカッション 幼児にとっての環境 

事前・事後学習 発表をまとめる 

６ 
授業内容 発表  砂場における環境の構成 

事前・事後学習 砂場で何がおこるか考える 

７ 
授業内容 講義 園生活の中で育つもの 

事前・事後学習 園生活とは何があるか上げる 

８ 
授業内容 指導計画（指導案）作成の基本 

事前・事後学習 指導計画とはどのようなものか 

９ 
授業内容 指導計画の作成の基本② グループワーク 

事前・事後学習 指導計画を作成するにあたっての留意点をあげる 

１０ 
授業内容 幼児理解と評価の考え方について レポートをまとめる 

事前・事後学習 保育の評価とは何か 

１１ 
授業内容 指導計画の作成 グループワーク 

事前・事後学習 発表の準備と振り返り 

１２ 
授業内容 発表 実習で何を見てきたか 

事前・事後学習 それぞれの発表をまとめる 

１３ 
授業内容 小学校を視野に入れた教育方法 

事前・事後学習 小学校教育とは 

１４ 
授業内容 教具と教育方法 

事前・事後学習 それぞれの発表をまとめる 

１５ 
授業内容 未来に向かう教育方法の視点 小テストの実施 

事前・事後学習 感じたことを発表する 

 

 


